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共
　
同
　
研
　
究

（
二
〇
一
六
年
一
〇
月
一
日
〜
二
〇
一
七
年
三
月
三
一
日
）

戦
後
日
本
文
化
再
考

（
研
究
代
表
者
　
坪
井
秀
人
、
幹
事
　
磯
前
順
一
）

〔
共
同
研
究
者
名
〕

浅
野
麗
、
石
川
巧
、
岩
崎
稔
、
大
原
祐
治
、
岡
田
秀
則
、
辛
島
理

人
、
狩
俣
真
奈
、
川
口
隆
行
、
北
中
淳
子
、
北
原
恵
、
木
村
朗
子
、

紅
野
謙
介
、
高
榮
蘭
、
五
味
渕
典
嗣
、
斉
藤
綾
子
、
佐
藤
泉
、
尹
芷

汐
、
塩
野
加
織
、
島
村
輝
、
申
知
瑛
、
菅
野
優
香
、
鈴
木
勝
雄
、
張

政
傑
、
長
志
珠
絵
、
十
重
田
裕
一
、
鳥
羽
耕
史
、
戸
邉
秀
明
、
成
田

龍
一
、
野
上
元
、
朴
貞
蘭
、
橋
本
あ
ゆ
み
、
福
間
良
明
、
松
原
洋

子
、
水
川
敬
章
、
光
石
亜
由
美
、
美
馬
達
哉
、
村
上
陽
子
、
李
承

俊
、
鷲
谷
花
、
渡
辺
直
紀
、
渡
邊
英
理
、
沈
煕
燦
、
郭
南
燕
、
北
浦

寛
之
、
石
川
肇
、
王
莞
晗
、
栄
元
、
増
田
斎
、
田
村
美
由
紀
、
杉
田

智
美

〔
海
外
共
同
研
究
員
名
〕

酒
井
直
樹
、
五
十
嵐
惠
邦
、
キ
ャ
ロ
ル
・
グ
ラ
ッ
ク

〔
研
究
発
表
〕

〈
第
一
〇
回
研
究
会
〉

二
〇
一
六
年
一
〇
月
一
日

パ
ネ
ル
発
表
「
暴
力
、
記
憶
、
公
共
性

―
高
度
経
済
成
長
期
の
思

想
文
化
」

岩
崎
　
稔
「
学
生
運
動
の
死
と
暴
力

―
夭
折
す
る
青
春
像
の
捻
じ

れ
」

渡
邊
英
理
「
暴
力
と
公
共
性

―
中
上
健
次
、
路
地
の
思
想
文
学
」

二
〇
一
六
年
一
〇
月
二
日

李
　
承
俊
「〈
内
向
の
世
代
〉
再
考

―
〈
空
間
〉
か
ら
再
び
〈
時

間
〉
へ
〉」
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子
、
早
稲
田
み
な
子
、
渡
瀬
淳
子
、
延
広
真
治
、
古
川
綾
子

〔
海
外
共
同
研
究
員
名
〕

瀬
戸
智
子
、
朴
英
山

〔
研
究
発
表
〕

二
〇
一
六
年
一
二
月
二
六
日

〈
第
四
回
研
究
会
〉

朴
　
英
山
「
朝
鮮
語
浪
花
節
『
壮
烈
李
仁
錫
上
等
兵
』
を
め
ぐ
っ

て
」

兵
藤
裕
己
「
明
治
期
の
語
り
物
芸
能
と
し
て
の
デ
ロ
レ
ン
祭
文
、
そ

し
て
浪
花
節
」

二
〇
一
六
年
一
二
月
二
七
日

上
田
　
学
「
活
弁
レ
コ
ー
ド
に
み
ら
れ
る
浪
花
節
と
の
関
連
性
―
ボ

ン
大
学
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
―
」

〈
第
五
回
研
究
会
〉

二
〇
一
七
年
二
月
一
九
日

瀬
戸
智
子
「『
都
新
聞
』
と
社
会
主
義
刊
行
物
に
み
る
日
露
戦
争
後

の
浪
花
節
」

浪
曲
資
料
（
映
像
・
音
源
）
の
紹
介

二
〇
一
七
年
二
月
二
〇
日

細
川
周
平
「
戦
前
昭
和
の
股
旅
物
―
浪
曲
と
流
行
歌
」

岡
田
秀
則
　
映
画
上
映
、
解
説
「《
労
働
》
の
発
見

―
映
画
集
団

『
青
の
会
』
と
ス
ポ
ン
サ
ー
ド
映
画
の
超
克
」

〈
第
一
一
回
研
究
会
〉

二
〇
一
六
年
一
二
月
三
日

パ
ネ
ル
発
表
「
戦
後
日
本
文
化
と
〝
ア
ジ
ア
〞
―
複
眼
的
な
歴
史
に

向
け
た
準
備
作
業
」

鈴
木
勝
雄
　
映
画
上
映
、
解
説
「
一
九
七
〇
年
代
の
テ
レ
ビ
・
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
と
ア
ジ
ア
」

二
〇
一
六
年
一
二
月
四
日

辛
島
理
人
「
日
本
・
ア
ジ
ア
関
係
か
ら
み
る
戦
後
文
化
」

杉
田
智
美
「
戯
曲
が
語
る
ア
ジ
ア
の
女
た
ち
―
宮
本
研
の
引
き
揚
げ

／
母
／
戦
後
」

北
原
　
恵
「『
戦
争
画
』
概
念
を
問
い
直
す

―
戦
後
日
本
に
お
け

る
言
説
・
研
究
史
の
再
検
証
」

浪
花
節
の
生
成
と
展
開
に
つ
い
て
の
学
際
的
研
究

（
研
究
代
表
者
　
真
鍋
昌
賢
、
幹
事
　
細
川
周
平
）

〔
共
同
研
究
者
名
〕

芦
川
淳
平
、
上
田
学
、
北
川
純
子
、
薦
田
治
子
、
諏
訪
淳
一
郎
、
時

田
ア
リ
ソ
ン
、
馬
場
美
佳
、
兵
藤
裕
己
、
細
田
明
宏
、
森
谷
裕
美
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（
所
外
開
催
　
聖
徳
記
念
絵
画
館
・
東
京
大
学
駒
場
キ
ャ
ン
パ
ス
内
フ
ァ

カ
ル
テ
ィ
ハ
ウ
ス
・
セ
ミ
ナ
ー
室
）

聖
徳
記
念
絵
画
館
・
調
査

特
別
講
演

平
川
祐
弘
（
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
）「
戦
死
者
の
た
め
に
祈
る
詩
」

全
体
討
論

画
像
資
料
︵
絵
葉
書
・
地
図
・
旅
行
案
内
・
写
真
等
︶
に
よ
る
帝
国
領

域
内
文
化
の
再
検
討

（
研
究
代
表
者
　
劉
　
建
輝
、
幹
事
　
北
浦
寛
之
）

〔
共
同
研
究
者
名
〕

李
応
寿
、
安
藤
潤
一
郎
、
井
村
哲
郎
、
岡
本
貴
久
子
、
上
垣
外
憲

一
、
岸
陽
子
、
小
林
茂
、
小
林
善
帆
、
呉
孟
晋
、
白
幡
洋
三
郎
、
姜

克
実
、
鈴
木
貞
美
、
戦
暁
梅
、
単
援
朝
、
塚
瀬
進
、
鳥
谷
ま
ゆ
み
、

根
川
幸
男
、
松
宮
貴
之
、
森
田
憲
司
、
李
相
哲
、
劉
岸
偉
、
仲
万
美

子
、
蔡
敦
達
、
呉
京
煥
、
陳
凌
虹
、
鄭
在
貞
、
王
确
、
井
上
章
一
、

稲
賀
繁
美
、
伊
東
貴
之
、
松
田
利
彦
、
森
洋
久
、
韓
錫
政
、
陳
其

松
、
小
園
晃
司
、
石
川
肇

〔
海
外
共
同
研
究
員
名
〕

王
中
忱
、
孫
江
、
徐
興
慶

戦
争
と
鎮
魂

（
研
究
代
表
者
　
牛
村
　
圭
、
幹
事
　
ジ
ョ
ン
・
ブ
リ
ー
ン
）

〔
共
同
研
究
者
名
〕

岩
崎
徹
、
大
東
和
重
、
加
藤
め
ぐ
み
、
川
村
覚
文
、
川
本
玲
子
、
栗

原
俊
雄
、
古
田
島
洋
介
、
小
堀
馨
子
、
佐
伯
順
子
、
谷
口
幸
代
、
竹

村
民
郎
、
等
松
春
夫
、
永
井
久
美
子
、
西
原
大
輔
、
眞
嶋
亜
有
、
吉

井
文
美
、
吉
田
優
貴
、
末
木
文
美
士
、
堀
ま
ど
か
、
朴
美
貞
、
平
松

隆
円
、
今
泉
宜
子
、
稲
賀
繁
美
、
倉
本
一
宏
、
松
田
利
彦
、
劉
建

輝
、
磯
前
順
一
、
郭
南
燕
、
西
田
彰
一
、
南
直
子

〔
海
外
共
同
研
究
員
名
〕

徐
載
坤
、
ケ
ビ
ン
・
ド
ー
ク
、
エ
ヤ
ル
・
ベ
ン
ア
リ
、
金
志
映

〔
研
究
発
表
〕

〈
第
二
回
研
究
会
〉

二
〇
一
七
年
一
月
六
日

倉
本
一
宏
「
白
村
江
の
戦
い
の
鎮
魂
」

堀
ま
ど
か
「
帰
還
者
に
よ
る
戦
後
文
学
の
な
か
の
『
鎮
魂
』

―
石

原
吉
郎
、
甲
斐
弦
、
小
林
勝
を
中
心
に
戦
後
の
空
気
を
考
え
る

―
」

〈
第
三
回
研
究
会
〉

二
〇
一
七
年
三
月
二
七
日
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張
　
明
傑
（
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
）「
写
真
が
伝
え
る
越
境
学
術
―

日
本
人
に
よ
る
清
末
民
国
初
期
の
中
国
撮
影
を
兼
ね
て
」

官
　
文
娜
（
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
）「
近
代
日
中
服
飾
文
化
の
比
較

的
研
究
―
中
流
家
庭
の
裁
縫
を
中
心
に
」

栄
　
　
元
（
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
）「
租
借
地
大
連
に
お
け
る
日
本

語
新
聞
の
事
業
活
動
―
満
洲
日
日
新
聞
社
に
よ
る
『
在
満
児
童

母
国
見
学
団
』
を
中
心
に
」

説
話
文
学
と
歴
史
史
料
の
間
に

（
研
究
代
表
者
　
倉
本
一
宏
、
幹
事
　
榎
本
　
渉
）

〔
共
同
研
究
者
名
〕

東
真
江
、
石
川
久
美
子
、
上
野
勝
之
、
内
田
澪
子
、
大
橋
直
義
、
尾

崎
勇
、
追
塩
千
尋
、
加
藤
友
康
、
川
上
知
里
、
木
下
華
子
、
小
峯
和

明
、
佐
野
愛
子
、
佐
藤
信
、
関
幸
彦
、
五
月
女
肇
志
、
曾
根
正
人
、

多
田
伊
織
、
蔦
尾
和
宏
、
中
村
康
夫
、
野
上
潤
一
、
野
本
東
生
、
樋

口
大
祐
、
藤
本
孝
一
、 

古
橋
信
孝
、
保
立
道
久
、
前
田
雅
之
、
松
薗

斉
、
三
舟
隆
之
、
山
下
克
明
、
横
田
隆
志
、
白
雲
飛
、
呉
座
勇
一
、

グ
エ
ン
・
ヴ
ー
・
ク
イ
ン
・
ニ
ュ
ー
、
榎
本
渉
、
荒
木
浩
、
井
上
章

一
、
中
町
美
香
子
、
谷
口
雄
太
、
龔
婷

〔
研
究
発
表
〕

〈
第
六
回
研
究
会
〉

二
〇
一
六
年
一
二
月
一
六
日

上
垣
外
憲
一
「
石
原
莞
爾
の
漢
口
時
代
（
一
九
二
〇
〜
二
一
）
―
そ

の
東
亜
観
の
形
成
」

バ
ー
バ
ラ
・
ハ
ー
ト
リ
ー
（
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
）「
大
陸
の
空
間

に
お
け
る
女
性
の
身
体
」

二
〇
一
六
年
一
二
月
一
七
日

唐
　
権
「
日
清
戦
争
期
の
得
勝
図
に
つ
い
て
」

〈
第
七
回
研
究
会
〉

二
〇
一
七
年
三
月
七
日

（
所
外
開
催
　
ハ
ー
ト
ピ
ア
京
都
）

講
演
「
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
資
料
が
映
し
出
す
―
帝
国
期
日
本
の
文
化
と

社
会
」

司
会
　
佐
野
真
由
子

ケ
ネ
ス
・
ル
オ
フ
（
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
）「
移
動
す
る
帝
国
―
戦

時
観
光
と
絵
葉
書
」

劉
　
建
輝
「
従
軍
画
家
が
描
い
た
帝
国
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
　
バ
ー
バ
ラ
・
ハ
ー
ト
リ
ー

二
〇
一
七
年
三
月
八
日



56

子
、
馬
然
、
木
下
千
花
、
大
塚
英
志
、
北
浦
寛
之
、
長
門
洋
平

〔
海
外
共
同
研
究
員
名
〕

王
向
華
、
金
普
慶

〔
研
究
発
表
〕

〈
第
二
回
研
究
会
〉

二
〇
一
六
年
一
一
月
二
六
日

映
画
上
映
『
波
の
し
た
、
土
の
う
え
』

井
出
　
明
（
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
）「
東
日
本
大
震
災
と
ダ
ー
ク
ツ
ー

リ
ズ
ム
に
つ
い
て
」

二
〇
一
六
年
一
一
月
二
七
日

木
村
朗
子
「
震
災
文
学
の
ホ
ン
ト
ロ
ジ
ー
」

岡
村
幸
宣
（
原
爆
の
図
丸
木
美
術
館
・
学
芸
員
）
ト
ー
ク

卯
城
竜
太
（
現
代
ア
ー
ト
グ
ル
ー
プC

him

→Pom

・
リ
ー
ダ
ー
）

作
品
発
表

〈
第
三
回
研
究
会
〉

二
〇
一
七
年
一
月
二
八
日

長
門
洋
平
「『
風
立
ち
ぬ
』（
宮
崎
駿
監
督
　
二
〇
一
三
年
）
の
テ
ク

ス
ト
分
析
」

谷
川
建
司
「
震
災
・
原
発
事
故
の
事
実
と
距
離
を
保
ち
こ
れ
を
後
景

に
置
い
た
映
画
作
品
か
ら
震
災
後
の
日
本
を
考
え
る
」

〔
海
外
共
同
研
究
員
名
〕

グ
エ
ン
・
テ
イ
・
オ
ワ
イ
ン
、
宋
浣
範
、
劉
暁
峰
、
魯
成
煥

〔
研
究
発
表
〕

〈
第
四
回
研
究
会
〉

二
〇
一
六
年
一
二
月
一
〇
日

尾
崎
　
勇
「
源
頼
朝
の
旗
揚
げ
を
め
ぐ
る
説
話
の
側
面
―『
愚
管
抄
』

と
『
平
家
物
語
』
と
の
あ
い
だ
―
」

五
味
文
彦
（
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
）「
説
話
と
日
記
の
間
」

宋
　
浣
範
「『
三
国
遺
事
』
に
み
え
る
災
害
と
救
済
」

二
〇
一
六
年
一
二
月
一
一
日

蔦
尾
和
宏
「『
古
事
談
』
巻
一
巻
頭
話
考
」

野
本
東
生
「『
古
今
著
聞
集
』
巻
第
十
三
「
哀
傷
第
廿
一
」
考
」

３
・
11
以
後
の
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
／
『
日
本
文
化
』

（
研
究
代
表
者
　
ミ
ツ
ヨ
・
ワ
ダ
・
マ
ル
シ
ア
ー
ノ
、
幹
事
　
坪
井
秀
人
）

〔
共
同
研
究
者
名
〕

石
田
美
紀
、
久
保
豊
、
谷
川
建
司
、
木
村
朗
子
、
川
口
隆
行
、
ク
リ

ス
テ
ィ
ー
ナ
・
岩
田
ワ
イ
ケ
ナ
ン
ト
、
清
水
晶
子
、
高
橋
準
、
菅
野

優
香
、
出
口
康
夫
、
水
谷
雅
彦
、
一
ノ
瀬
正
樹
、
近
森
高
明
、
西
村

大
志
、
松
浦
雄
介
、
ア
ン
ニ
ャ
・
ホ
ッ
プ
、
安
本
真
也
、
須
藤
遙
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近
森
高
明
「
集
合
的
記
憶
の
媒
体
と
し
て
の
モ
ノ
―
痕
跡
と
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
と
い
う
視
点
か
ら
」

比
較
の
な
か
の
東
ア
ジ
ア
の
王
権
論
と
秩
序
構
想 

―
王
朝
・
帝
国
・

国
家
、
ま
た
は
、
思
想
・
宗
教
・
儀
礼
―

（
研
究
代
表
者
　
伊
東
貴
之
、
幹
事
　
倉
本
一
宏
）

〔
共
同
研
究
者
名
〕

青
木
隆
、
新
井
菜
穂
子
、
井
上
厚
史
、
恩
田
裕
正
、
垣
内
景
子
、
橘

川
智
昭
、
権
純
哲
、
小
島
毅
、 

関
智
英
、
末
木
文
美
士
、
銭
国
紅
、

竹
村
英
二
、
竹
村
民
郎
、
田
尻
祐
一
郎
、
土
田
健
次
郎
、
永
冨
青

地
、
西
澤
治
彦
、
長
谷
部
英
一
、
林
文
孝
、
松
下
道
信
、
水
口
拓

寿
、
横
手
裕
、
李
梁
、
吾
妻
重
二
、
新
田
元
規
、
石
井
剛
、
伊
藤

聡
、
井
ノ
口
哲
也
、
内
山
直
樹
、
遠
藤
基
郎
、
大
久
保
良
峻
、
苅
部

直
、
黒
岩
高
、
岸
本
美
緒
、
児
島
恭
子
、
近
藤
成
一
、
佐
々
木
愛
、

杉
山
清
彦
、
高
柳
信
夫
、
葭
森
健
介
、
保
立
道
久
、
李
暁
東
、
本

間
次
彦
、
松
野
敏
之
、
石
川
洋
、
澤
井
啓
一
、
渡
邊
義
浩
、
前
田

勉
、
渡
辺
美
季
、
平
野
千
果
子
、
中
純
夫
、
古
勝
隆
一
、
茂
木
敏

夫
、
井
上
章
一
、
瀧
井
一
博
、
ジ
ョ
ン
・
ブ
リ
ー
ン
、
松
田
利
彦
、

劉
建
輝
、
榎
本
渉
、
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ク
レ
イ
ン
ス
、
マ
ル
ク
ス
・

リ
ュ
ッ
タ
ー
マ
ン
、
佐
野
真
由
子
、
山
村
奨

ミ
ツ
ヨ
・
ワ
ダ
・
マ
ル
シ
ア
ー
ノ
「T

he R
adioactive A

rt E
xhibi-

tions: N
o O

ne C
an G

o and See It

」

二
〇
一
七
年
一
月
二
九
日

高
橋
　
準
「〈
想
像
〉
の
中
の
原
子
力
／
放
射
線

―
日
本
Ｓ
Ｆ
／

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
を
読
み
直
す
」

木
下
千
花
「
母
体
の
『
環
境
化
』
と
可
視
／
不
可
視
性
」

〈
第
四
回
研
究
会
〉

二
〇
一
七
年
三
月
一
〇
日

（
所
外
開
催
　
せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
・
農
家
民
宿
い
ち
ば
ん
星
）

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
見
学

ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ
・
岩
田
ワ
イ
ケ
ナ
ン
ト
「
転
換
期
の
フ
ク
シ
マ
：

柳
美
里
の
場
合
」

柳
美
里
と
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ
・
岩
田
ワ
イ
ケ
ナ
ン
ト
に
よ
る
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン

二
〇
一
七
年
三
月
一
一
日

（
所
外
開
催
　
石
巻
市
新
蛇
田
公
営
住
宅
集
会
所
）

被
災
者
追
悼
式
参
加
、
僧
侶
・
金
田
諦
應
氏
の
講
演

二
〇
一
七
年
三
月
一
二
日

（
所
外
開
催
　
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
水
戸
屋
）

一
ノ
瀬
正
樹
「
震
災
関
連
死
の
原
因
に
つ
い
て
」
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万
国
博
覧
会
と
人
間
の
歴
史

（
研
究
代
表
者
　
佐
野
真
由
子
、
幹
事
　
井
上
章
一
）

〔
共
同
研
究
者
名
〕

石
川
敦
子
、
市
川
文
彦
、
岩
田
泰
、
鵜
飼
敦
子
、
江
原
規
由
、
神
田

孝
治
、
澤
田
裕
二
、
寺
本
敬
子
、
中
牧
弘
允
、
芳
賀
徹
、
増
山
一

成
、
武
藤
秀
太
郎
、
武
藤
夕
佳
里
、
橋
爪
紳
也
、
林
洋
子
、
稲
賀
繁

美
、
瀧
井
一
博
、
劉
建
輝

〔
海
外
共
同
研
究
員
名
〕

青
木
信
夫
、
ウ
ィ
ー
ベ
・
カ
ウ
テ
ル
ト
、
シ
ビ
ル
・
ギ
ル
モ
ン
ド
、

徐
蘇
斌

〔
研
究
発
表
〕

〈
第
三
回
研
究
会
〉

二
〇
一
六
年
一
〇
月
八
日

森
誠
一
朗
・
岸
田
匡
平
（
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
）【
書
評
と
展
望
⑤
】

陣
内
秀
信
（
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
）【
書
評
と
展
望
⑥
】

二
〇
一
六
年
一
〇
月
九
日

集
中
セ
ッ
シ
ョ
ン
　
ア
ス
タ
ナ
国
際
博
覧
会
を
め
ぐ
っ
て

藤
本
透
子（
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
）「
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
文
化
と
社
会
」

井
上
　
学
（
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
）「
二
〇
一
七
年
ア
ス
タ
ナ
国
際

博
覧
会
へ
の
日
本
政
府
参
加
に
つ
い
て
」

〔
海
外
共
同
研
究
員
名
〕

張
啓
雄
、
葛
兆
光
、
手
島
崇
裕
、
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
Ａ
・
エ
ル
マ
ン

〔
研
究
発
表
〕

〈
第
四
回
研
究
会
〉

二
〇
一
六
年
一
一
月
一
九
日

長
谷
部
英
一
「
中
国
古
代
に
お
け
る
受
命
改
暦
思
想
に
つ
い
て
」

李
　
済
滄
（
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
）「
南
朝
の
貴
族
制
と
皇
帝
権
力

―
〝
門
地
二
品
〞
と
〝
二
品
才
堪
〞
を
手
が
か
り
と
し
て

―
」

葭
森
健
介
「
中
国
の
天
下
観
と
東
夷
の
王
権

―
『
漢
書
』
地
理
志

か
ら
『
隋
書
』
東
夷
伝
へ

―
」

〈
第
五
回
研
究
会
〉

二
〇
一
七
年
三
月
一
三
日

（
所
外
開
催
　
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
・
文
学
部
）

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
見
学
・
史
料
閲
覧

倉
本
一
宏
「
日
本
古
代
君
主
論
を
め
ぐ
っ
て
」

保
立
道
久
「
日
本
宗
教
史
と
老
子

―
和
光
同
塵
と
「
善
人
な
お
も

て
往
生
す
」
に
つ
い
て
」
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二
〇
一
七
年
二
月
二
六
日

森
　
栄
子
（
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
）「
二
〇
二
五
年
大
阪
万
博
誘
致

事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
」

来
年
度
以
降
の
活
動
計
画
に
つ
い
て
、
全
員
討
論

差
別
か
ら
見
た
日
本
宗
教
史
再
考
―
社
寺
と
王
権
に
見
ら
れ
る
聖
と
賎

の
論
理

（
研
究
代
表
者
　
磯
前
順
一
、
幹
事
　
北
浦
寛
之
）

〔
共
同
研
究
者
名
〕

吉
村
智
博
、
佐
藤
弘
夫
、
鈴
木
岩
弓
、
小
倉
慈
司
、
片
岡
耕
平
、
鈴

木
英
生
、
小
田
龍
哉
、
川
村
覚
文
、
山
本
昭
宏
、
青
野
正
明
、
沈
煕

燦
、
高
柳
健
太
郎
、
田
辺
明
生
、
茢
田
真
司
、
舩
田
淳
一
、
太
田
恭

治
、
浅
居
明
彦
、
水
内
勇
太
、
鍾
以
江
、
島
薗
進
、
佐
々
田
悠
、
寺

戸
淳
子
、
金
沢
豊
、
西
宮
秀
紀
、
井
上
智
勝
、
舟
橋
健
太
、
幡
鎌
一

弘
、
鶴
見
晃
、
河
井
信
吉
、
上
村
静
、
安
部
智
海
、
竹
本
了
悟
、
パ

ト
リ
シ
ア
・
フ
ィ
ス
タ
ー
、
マ
ル
ク
ス
・
リ
ュ
ッ
タ
ー
マ
ン

〔
海
外
共
同
研
究
員
名
〕

智
恵
・
シ
ュ
タ
イ
ネ
ッ
ク
、
ラ
ジ
・
シ
ュ
タ
イ
ネ
ッ
ク
、
ラ
ン
ジ
ャ

ナ
・
ム
コ
パ
デ
ィ
ヤ
ー
ヤ

〔
研
究
発
表
〕

江
原
規
由
「
中
国
と
万
博

―
ア
ス
タ
ナ
博
と
ド
バ
イ
博
を
み
る
一

視
点
」

今
後
の
活
動
計
画
に
つ
い
て
、
全
員
討
論

〈
第
四
回
研
究
会
〉

二
〇
一
六
年
一
二
月
一
七
日

ソ
ウ
ル
番
外
編
研
究
会
（international Sym

posium
 “E

xpo L
and-

scape ”

）
報
告

市
川
文
彦
「
今
後
の
研
究
展
望

―
万
博
の
制
度
論
と
し
て
の
展
示

ス
タ
イ
ル
と
褒
賞
制
」

今
後
の
活
動

―
「
万
博
学
の
構
築
」
に
向
け
て
、
全
員
討
論

二
〇
一
六
年
一
二
月
一
八
日

木
田
拓
也
（
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
）【
書
評
と
展
望
⑦
】

牧
原
　
出
（
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
）【
書
評
と
展
望
⑧
】

〈
第
五
回
研
究
会
〉

二
〇
一
七
年
二
月
二
五
日

佐
藤
一
信
（
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
）【
書
評
と
展
望
⑨
】

井
上
さ
つ
き
（
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
）【
書
評
と
展
望
⑩
】

ユ
ク
・
ヨ
ン
ス
（
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
）「
フ
ラ
ン
ス
と
日
本
は

一
九
三
一
年
パ
リ
植
民
地
博
覧
会
で
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
と
韓
国
を
ど

う
表
象
し
た
か

―
植
民
地
近
代
を
再
考
す
る
」
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評
」

〈
第
五
回
研
究
会
〉

二
〇
一
七
年
二
月
一
八
日

磯
前
順
一
「
来
年
度
の
新
体
制
に
つ
い
て
」（
司
会
：
小
田
龍
哉
）

磯
前
順
一
「
討
論
の
仕
方
の
問
題
点
」（
司
会
：
金
沢
豊
）

磯
前
順
一
・
佐
々
田
悠
・
小
田
龍
哉
・
片
岡
耕
平
・
高
柳
健
太
郎
・

山
本
昭
宏
「
討
論
内
容
の
再
検
証
」（
司
会
：
舩
田
淳
一
）

全
体
討
論

︿
国
際
共
同
研
究
﹀

植
民
地
帝
国
日
本
に
お
け
る
知
と
権
力

（
研
究
代
表
者
　
松
田
利
彦
、
幹
事
　
瀧
井
一
博
）

〔
共
同
研
究
者
名
〕

飯
島
渉
、
岡
崎
ま
ゆ
み
、
小
野
容
照
、
加
藤
聖
文
、
加
藤
道
也
、
河

原
林
直
人
、
川
瀬
貴
也
、
栗
原
純
、
愼
蒼
健
、
通
堂
あ
ゆ
み
、
ア
ル

ノ
・
ナ
ン
タ
、
春
山
明
哲
、
松
田
吉
郎
、
宮
崎
聖
子
、
や
ま
だ
あ
つ

し
、
長
沢
一
恵
、
李
昇
燁
、
中
生
勝
美
、
稲
賀
繁
美
、
劉
建
輝

〔
海
外
共
同
研
究
員
名
〕

陳
姃
湲
、
李
炯
植
、
洪
宗
郁
、
山
本
浄
邦
（
邦
彦
）、
宋
炳
巻
、
鄭

駿
永
、
顔
杏
如
、
呉
叡
人
、
何
義
麟

〈
第
三
回
研
究
会
〉

二
〇
一
六
年
一
〇
月
一
五
日

（
所
外
開
催
　
大
阪
人
権
博
物
館
（
リ
バ
テ
ィ
お
お
さ
か
））

リ
バ
テ
ィ
お
お
さ
か
見
学

山
本
昭
宏
「
網
野
『
無
縁
・
公
界
・
楽
』
の
検
討
」

コ
メ
ン
ト
：
片
岡
耕
平

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
：
浪
速
部
落
と
釜
ヶ
崎
・
飛
田
地
区
（
案
内
：

浅
居
明
彦
・
吉
村
智
博
）

二
〇
一
六
年
一
〇
月
一
六
日

水
内
勇
太
「
エ
リ
ア
ー
デ
聖
俗
論
に
つ
い
て
」

コ
メ
ン
ト
：
寺
戸
淳
子

〈
第
四
回
研
究
会
〉

二
〇
一
六
年
一
二
月
一
七
日

互
盛
央
『
日
本
人
で
あ
る
た
め
に
』
を
読
む
（
司
会
：
山
本
昭
宏
）

茢
田
真
司
「
政
治
理
論
の
観
点
か
ら
」

鶴
見
　
晃
「
現
場
の
視
点
か
ら
①
」

金
沢
　
豊
「
現
場
の
視
点
か
ら
②
」

網
野
論
を
読
む
（
司
会
：
佐
々
田
悠
）

小
田
龍
哉
「
網
野
『
中
世
身
分
制
の
一
考
察
』
論
評
」

高
柳
健
太
郎
「
網
野
『
古
代
・
中
世
の
悲
田
院
を
め
ぐ
っ
て
』
論
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小
野
容
照
「
朝
鮮
民
族
運
動
と
ア
ジ
ア
主
義
：
李
達
の
思
想
と
活

動
」

李
　
容
相
（
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
）「
朝
鮮
総
督
府
鉄
道
官
僚
の
特

徴
と
朝
鮮
認
識
」

愼
　
蒼
健
（
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
）「
同
時
代
朝
鮮
人
医
学
者
の
距

離
：
生
理
学
者
・
李
甲
洙
と
優
生
学
者
・
李
甲
秀
」

宋
　
炳
巻
「
東
洋
社
会
論
と
二
つ
の
主
体
」

中
生
勝
美
「
領
台
湾
初
期
の
原
住
民
調
査
」

や
ま
だ
あ
つ
し
「
高
等
農
林
学
校
の
植
民
地
知
識
―
鹿
児
島
高
等
農

林
学
校
を
中
心
に
」

来
年
度
国
際
研
究
集
会
に
つ
い
て
の
相
談

日
本
語
の
起
源
は
ど
の
よ
う
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
か
―
日
本
言
語
学
史

の
光
と
影

（
研
究
代
表
者
　
長
田
俊
樹
、
幹
事
　
井
上
章
一
）

〔
共
同
研
究
者
名
〕

斎
藤
成
也
、
安
田
敏
朗
、
狩
俣
繁
久
、
千
田
俊
太
郎
、
風
間
伸
次

郎
、
永
澤
済
、
児
玉
望
、
菊
澤
律
子
、
林
範
彦
、
ア
ン
ナ
・
ブ
ガ
エ

ワ
、
福
井
玲
、
伊
藤
英
人
、
鈴
木
貞
美
、
マ
ー
ク
・
ハ
ド
ソ
ン
、
平

子
達
也
、
杉
山
豊

〔
研
究
発
表
〕

〈
第
四
回
研
究
会
〉

二
〇
一
六
年
一
二
月
一
八
日

川
瀬
貴
也
「
雑
誌
『
朝
鮮
仏
教
』
誌
上
に
お
け
る
日
朝
仏
教
の
葛
藤
」

宮
崎
聖
子
「
植
民
地
期
台
湾
に
お
け
る
青
年
期
教
育
を
め
ぐ
る
知
の

標
準
化
」

春
山
明
哲
「
法
学
者
・
岡
松
参
太
郎
の
台
湾
経
験
と
知
の
射
程
―
植

民
地
統
治
と
「
法
の
継
受
」
を
め
ぐ
っ
て
―
」

松
田
利
彦
「
志
賀
潔
と
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
―
京
城
帝
国
大
学
医

学
部
長
時
代
の
植
民
地
朝
鮮
の
医
療
衛
生
改
革
構
想
を
中
心
に

―
」

鄭
　
駿
永
「
植
民
地
医
学
と
朝
鮮
人
受
刑
者
―
京
城
帝
大
精
神
医
学

教
室
の
研
究
活
動
を
中
心
に
」

来
年
度
国
際
研
究
集
会
に
つ
い
て
の
相
談

二
〇
一
六
年
一
二
月
一
九
日

通
堂
あ
ゆ
み
「〝
ポ
ツ
ダ
ム
博
士
〞
に
み
る
帝
国
の
解
体
と
学
知
」

長
沢
一
恵
「
戦
前
期
の
社
会
政
策
法
制
を
め
ぐ
る
一
考
察
―
鵜
飼
信

成
と
「
社
会
行
政
法
」
を
中
心
に
―
」

〈
第
五
回
研
究
会
〉

二
〇
一
七
年
二
月
一
一
日
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投
企
す
る
古
典
性
―
視
覚
／
大
衆
／
現
代

（
研
究
代
表
者
　
荒
木
浩
、
幹
事
　
稲
賀
繁
美
）

〔
共
同
研
究
者
名
〕

飯
倉
洋
一
、
伊
藤
慎
吾
、
上
野
友
愛
、
岡
田
圭
介
、
河
東
仁
、
恋

田
知
子
、
河
野
貴
美
子
、
河
野
至
恩
、
合
山
林
太
郎
、
齋
藤
真
麻

理
、
竹
村
信
治
、
中
野
貴
文
、
中
前
正
志
、
野
網
摩
利
子
、
三
戸

信
惠
、
箕
浦
尚
美
、
山
本
陽
子
、
渡
部
泰
明
、
渡
辺
麻
里
子
、
ア
ン

ダ
ソ
ヴ
ァ
・
マ
ラ
ル
、
石
上
阿
希
、
呉
座
勇
一
、
土
田
耕
督
、
徳
永

誓
子
、
漆
崎
ま
り
、
ゴ
ウ
ラ
ン
ガ
・
チ
ャ
ラ
ン
・
プ
ラ
ダ
ン
、
チ
ャ

ン
・
テ
ィ
・
チ
ュ
ン
・
ト
ア
ン
、
ガ
リ
ア
・
ト
ド
ロ
ヴ
ァ
・
ペ
ト
コ

ヴ
ァ

〔
海
外
共
同
研
究
員
名
〕

楊
暁
捷
、
山
藤
夏
郎
、
李
愛
淑

〔
研
究
発
表
〕

〈
第
三
回
研
究
会
〉

（
所
外
開
催
　
慶
應
義
塾
大
学
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
）

二
〇
一
六
年
一
二
月
三
日

石
上
阿
希
「
二
〇
一
六
年
ロ
ン
ド
ン
調
査
・
見
聞
報
告
」

渡
辺
麻
里
子
「
寺
院
資
料
調
査
の
意
義
と
記
家
文
字
資
料
」

二
〇
一
六
年
一
二
月
四
日

〔
海
外
共
同
研
究
員
名
〕

ト
マ
・
ペ
レ
ー
ル
、
ジ
ョ
ン
・
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
、
ア
レ
キ
サ
ン

ダ
ー
・
ヴ
ォ
ヴ
ィ
ン

〔
研
究
発
表
〕

〈
第
五
回
研
究
会
〉

二
〇
一
七
年
一
月
七
日

千
田
俊
太
郎
「
パ
プ
ア
諸
語
と
日
本
語
の
源
流
」

林
　
範
彦
「
パ
ー
カ
ー
と
西
田
龍
雄
―
日
本
語
の
起
源
を
チ
ベ
ッ

ト
・
ビ
ル
マ
諸
語
に
求
め
た
２
人
の
言
語
学
者
―
」

永
澤
　
済
「
日
本
語
史
研
究
に
お
け
る
実
用
文
書
資
料
の
可
能
性
―

和
化
漢
文
の
分
析
を
例
に
―
」

共
同
研
究
の
ま
と
め
に
つ
い
て

二
〇
一
七
年
一
月
八
日

菊
澤
律
子
「
書
評
　
松
本
克
己
著
『
世
界
言
語
の
中
の
日
本
語
―
日

本
語
系
統
論
の
新
た
な
地
平
』『
世
界
言
語
へ
の
視
座
―
歴
史

言
語
学
と
言
語
類
型
論
』（
い
ず
れ
も
三
省
堂
）」

ア
ン
ナ
・
ブ
ガ
エ
ワ
「
東
北
ア
ジ
ア
言
語
の
観
点
か
ら
見
た
ア
イ
ヌ

語
の
言
語
類
型
論
的
考
察
」

マ
ー
ク
・
ハ
ド
ソ
ン
「
琉
球
・
千
島
列
島
に
お
け
る
ヒ
ト
の
居
住
、

社
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
言
語
の
歴
史
」
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基
礎
領
域
研
究

韓
国
語
運
用
の
応
用
︵
継
続
︶

代
表
者
　
松
田
利
彦

概
　
要
　
研
究
そ
の
他
の
業
務
で
韓
国
語
を
必
要
と
す
る
も
の
に
対

し
、
会
話
、
読
解
、
聴
解
の
習
得
を
目
指
し
た
授
業
を
行
う
。

古
記
録
学
基
礎
研
究
︵
継
続
︶

代
表
者
　
倉
本
一
宏

概
　
要
　
日
本
前
近
代
の
根
幹
的
史
料
で
あ
る
古
記
録
の
解
読
を
、
原

本
や
写
本
の
見
方
・
扱
い
方
も
含
め
て
考
え
て
い
く
。
大
学
院
生
・

教
職
員
・
他
大
学
の
院
生
・
研
究
者
の
参
加
も
歓
迎
す
る
。

フ
ラ
ン
ス
語
基
礎
運
用
︵
初
級
︶︵
継
続
︶

代
表
者
　
稲
賀
繁
美

概
　
要
　
初
心
者
を
対
象
と
し
て
、
初
歩
の
運
用
能
力
を
実
践
的
に
身

に
付
け
る
。
教
科
書
と
し
て
は
当
該
年
度
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
講
座
教

材
の
準
備
を
参
加
者
各
自
に
お
願
い
す
る
。
他
の
教
材
は
現
場
で
提

供
す
る
。

フ
ラ
ン
ス
語
読
解
補
助
・
論
文
作
成
指
南
︵
中
級
︶︵
継
続
︶

代
表
者
　
稲
賀
繁
美

飯
倉
洋
一
「
国
際
的
く
ず
し
字
教
育
の
現
状
と
展
望
―
学
習
ア
プ
リ

K
uL

A

の
利
用
を
中
心
に
―
」

〈
第
四
回
研
究
会
〉

〈
特
集
〉
対
論
的
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
―
絵
巻
と
漫
画
を
め
ぐ
る

二
〇
一
七
年
一
月
二
一
日

山
本
陽
子
「
絵
巻
は
マ
ン
ガ
の
祖
先
か
？
―
絵
巻
と
マ
ン
ガ
の
表
現

を
比
較
す
る
―
」

佐
々
木
果
（
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
）「
漫
画
の
成
立
に
お
け
る
欧
米

の
影
響
と
日
本
語
の
問
題
」

デ
ィ
ス
カ
サ
ン
ト
：
楊
　
暁
捷
・
李
　
愛
淑

二
〇
一
七
年
一
月
二
二
日

竹
村
信
治
「
学
校
の
古
典
―
投
企
の
カ
タ
チ
―
」

デ
ィ
ス
カ
サ
ン
ト
：
山
藤
夏
郎

 

（
文
責
：
研
究
協
力
課
）


